
コウノト リを育み、 共に活動を展開する豊岡市

岸根真志

１． はじめに

コウノト リは１９５６年に特別天然記物に制定され、 環境レッドリスト において絶

滅危惧類Ｉ Ａ類（ ＣＲ）〔 絶滅寸前〕 とされている種である。

また、 豊岡市は人口約８万４千人であり、 コウノト リと共に生きる豊岡市としてコ

ウノト リの保護、 野生復帰の取り組みから、 さまざまな人と自然、 人と人との関わり

を生み出し地域づく りに繋げている。 今回の生物多様性研究部会での視察を通じ、 地

域活性化へ向けての活動についてまとめてみた。

２．コウノトリの保護・野生復帰から展開される活動

①環境創造型農業

②生息地保全

【 コウノト リの保護・ 野生復帰】 ③人材育成

④環境経済

⑤運動の拡大

【 コウノト リの保護・ 野生復帰】

１９６５年からコウノト リの保護に取り組み２００５年には放鳥、 ２００７年には

野外でのヒナが誕生し、 繁殖が続いている。 飼育個体約１００羽、 野外個体は約７０

羽が生息している。 今後は、 豊岡市のコウノト リの生息環境は、 ほぼ飽和状態である

ことから、 全国的に個体群の生息エリアの拡大を図っていく 必要がある。

①環境創造型農業

「 コウノト リを育む農法」 として「 コウノト リの餌を増やす」 という観点から稲と

生き物を同時に育むよう化学合成農薬の削減や化学肥料の削減、 冬季湛水などの農法

の採用を農家に呼びかけた結果、 水田の作付け面積は毎年増加の一途をたどり、 平成

27年度では329. 3ｈ ａ なっている。 生産された米は「 コウノト リ育むお米」 として、

市場では一般栽培米の2割～5割高で販売されている。

また、 米だけではなく 「 コウノト リの舞」 として残留農薬、 生き物を育む栽培技術

など一定の要件を満たす豊岡市独自のブランドを立ち上げ、 農産物及び関連商品の販

売を行っている。 農産物の作付けにあたっては多く の労力がかかり収穫量のリスクが

高いと思われるが、 積極的に農協が推進することにより農法の普及を行い、 ブランド

化によりリスク低減をおこなっている。

②生息地保全

湿地はコウノト リの生息拠点であり、 多く の休耕田の活用や国交省管理の円山川河

川区域内での人口湿地の造成等により湿地のネット ワーク化を図っている。

また、 今回、 視察した田結（ たい） 地区は、 休耕田となった土地をコウノト リの生

息地として価値を見出すことで、 地元ＮＧＯや研究者や企業、 行政など様々 なステー
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クホルダーが参画し湿地造成のボランティ ア、 教育活動、 災害防止事業、 研究活動が

進められてきた。 また、 地区住民が生産性を持たなく なった水田に対して、 新たに生

物多様性のある湿地としての価値を認識し、 地区の共有財産として総出で管理を行っ

ている。 これは、 田結地区住民は、 先祖代々 厳しい自然環境の中で生活してきたこと

から互助に対する意識が強く 、 共同作業やコモンズ（ 土地の共同利用管理制度） が強

く 機能しているためであると思われる。 この地区住民による湿地の管理は「 新たなコ

モンズ」 として注目されているところである。

さらに、田結地区では、将来的に地区が存続することを目指し人と自然が共生し「 生

物多様性を基としたコモンズの再構築」 として取り組んでいる。 しかしながら、 役員

の方に話を聞く 中では若年層の定住についてはハードルが高いようである。

③人材育成

子供への環境教育として田んぼの学校（ ＮＰＯ法人コウノト リ市民研究所） の開催

や他に小学校の授業として生き物調査事業などをおこなっている。

田んぼの学校は毎月一回開催され親子平均３０名程度で１００名程度の参加もある。

季節の生き物や植物探しなどを中心に実施されている。 ゾバ打ち体験なども開催され

るようである。 他に高等教育機関として、 兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント

研究科が兵庫県立コウノト リの郷公園内に立地している。

④環境経済

豊岡市では環境と経済をともに発展させるとした戦略目標により環境都市「 エコバ

レー」 目指し外貨獲得のための「 大交流」 進めるとしている。 コウノト リツーリズム

として、コウノト リ文化館の整備や市民ガイド、「 観光」「 体験」 さらに踏み込んだ「 貢

献プログラム」 実施などが行われている。

⑤運動の拡大

円山川下流域及び周辺水田がラムサール条約湿地に２０１２年に登録された。 登録

面積は５６０ｈ ａ であり、 基準②の絶滅の恐れある種や群集を支えている湿地および

基準⑧の魚類の食物源、 産卵場、 稚魚の生息場としての重要な湿地といった登録基準

を満たしてる。また、豊岡市では、生物多様性地域戦略として地域、学校、市民団体、

ＮＰＯ、 農業関係団体などの関係コミ ュニティ ーに生物多様性保全を啓蒙・ 啓発し、

生物多様性に対して多く の市民からの共鳴を図ろうとしている。

３． 終わりに

各視察場所共に、 説明をしていただいた方々 からコウノト リの保護・ 野生復帰を地

域資源とし様々 な関連を生み出し、 又それにより地域を発展させようとする思いが伝

わってきた。 地域づく り・ 地域活性化において、 我々 は今そこにあるものに気付きそ

れを生かし活用していく ことが将来の進展に繋がると強く 感じた処である。

参考文献【 豊岡市 コウノト リの野生復帰のあしあと】

【 豊岡市 田結地区の挑戦 コウノト リと共生して暮らす村づく り】
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